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 J-PARC の物質・生命科学実験施設にある核破砕中性子源の核特性の検証を目的として、中性子源特性試験

装置 NOBORU にて、発生する冷・熱中性子の強度と入射陽子のビーム強度とプロファイルとの関係を、

He-3 中性子モニターによるスペクトル測定と金箔放射化法とを組み合わせて測定した。 
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1. 緒言 

J-PARC の物質・生命科学実験施設にある核破砕中性子源では、3GeV 陽子ビーム強度 1MW での定常運転に向けて、

段階的に出力を上げており、2015 年度は 500kW で運転を実施した。核破砕中性子源の核特性の検証は、中性子実験装

置へ性能通りの中性子を供給しているかを確認する重要な工程である。低出力運転時の試験で、陽子ビーム強度と発生

する中性子強度が比例関係にないことがわかった。この原因は、シミュレーション計算などから、損傷低減のために、

変化させている陽子ビームプロファイルにあることが推測された。そこで、陽子ビームの 1MW 運転が視野に入ってき

た現在、性能通りの中性子強度が得られることを確認するために、発生する冷熱中性子の強度と入射陽子のビーム強

度・プロファイルとの関係を測定した。 

 

2. 測定手法 

測定は、中性子源特性試験装置 NOBORU にて行った。大強度であるために、中性子の数え落としやガンマ線等のバ

ックグランド成分の混入などが想定されたため、厚さ 0.1mm の金箔を用いた金箔放射化法と、低検出効率（10-3～10-5）

の He-3 中性子モニターによる飛行時間法とを組み合わせ、高精度な中性子強度測定が行える工夫をした。さらに、再

現性のあるコリメータ系の採用、数え落としのチェック、複数の計測系での確認なども取り入れることで、誤差を 1%

以下に抑えた。陽子ビームの強度及びプロファイルの条件毎に、中性子

強度の測定を行い、陽子ビーム強度及びプロファイルは、陽子ビームラ

インに設置されているビームモニターにより確認した。 

 

3. 結果 

図 1 に、中性子強度の陽子ビーム強度依存性の測定結果を示す。陽子

ビーム出力と中性子強度は、ほぼ比例関係にあることが確認できた。さ

らに、核反応シミュレーション計算（MCNPX）との比較も行い、測定

結果と良い一致することも確認した。詳細は、当日報告する。 
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図 1、中性子強度の陽子ビーム強度依存性 
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